
長野県看護大学
2013年度 第1回ＦＤ研修会のお知らせ

テーマ：中教審答申と教職員個人

日時：2013年8月7日（水曜日） 午後１時30～午後3時

場所：長野県看護大学 中講義室４(メイン会場)

サブ会場：信州大学 松本キャンパスSUNS大会議室，
教育学部実践センター2階遠隔
工学部200番教室，農学部SUNS会議室，
繊維学部SUNS会議室

佐久大学 4103教室
清泉女学院大学 F-206教室
松本大学 遠隔会議室

講師：加藤 鉱三 教授（信州大学高等教育研究センター）

（高等教育コンソーシアム信州教育部会長）

＜講師からのメッセージ＞
中央教育審議会答申『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～
生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～』（平成２４年８月２８日）は，
①「学生が勉強しない」という現状を議論の出発点とし，②学生の学習成果を卒業
する際に形にして見せる，ということを議論の目的地としています。①については，
勉強しない（とされている）学生が主体的に勉強するようになるには大学は何をす
べきであるのか，②については，どうして学習成果の可視化が必要なのか，またど
うすれば可視化できるのか，を答申では議論しています。答申の中での議論は必
ずしも成功していないように見えますが，それを判断するのは私たち大学関係者一
人一人です。この研修会では，答申が何を言っているのかをある程度詳しく見てい
きながら，私たち大学関係者は個人として何をすればいいのか，をご一緒に考えて
いきたいと思います。

今回の研修会につきましては、高等教育コンソーシアム信州加盟大学

を遠隔システムでつなぎ、講義を共有いたします。皆様、ご多忙中と

存じますが、どうぞご参加くださいますよう、よろしく御願い申しあ

げます。 ＦＤ委員会ＦＤ委員会

イラスト： victoria white2010 

当日参加OK!

TEL：0263-37-2427 URL：http://www.c-snet.jp/


